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次 iと， ミオシン lζ対する単一性抗体を獲得し，寒天重層法を用いると細胞内にミオシン・ロッドが観
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論文の審査結果の要旨
細胞運動は単細胞生物から多細胞生物に至るまで，普通的に認められる基本的な生物活動の一つで、あ
る。とくにアメーパ運動は多くの細胞運動の中で最も原始的かっ基本的なものと考えられる。細胞運動
はいくつかの共通の分子的基礎にもとづいており，これらの分子は細胞骨格と呼ばれる高次構造を構築
している。
祐村君は細胞性粘菌を用い主として蛍光抗体染色法を駆使し，細胞骨格構造とその動的な変動の様相
を明らかにした。乙の目的のためまず，細胞性粘菌のような比較的丸くて小さい細胞に対して蛍光抗体
染色法を適用するための新しい技術を開発し，さらに細胞性粘菌のミオシンに対する単一クローン抗体
の調製を行った。
ついで，この新しく調製した抗体と新しく開発した技術を用い， (1)細胞性粘菌の初期発生過程で急激な細胞
運動活性の変動がみられるが，これが細胞膜に結合する微小繊維系の増加とともに生ずるこれら微小繊
維系の極性を持った局在分布によるものであること。 (2)アメーバ運動の原動力発生の機構は細胞の後部
膜近傍に存在することを明らかにしy (3)非筋細胞ではじめてミオシンの太い繊維を観察する乙とに成功
し，さらに (4) このミオシンの太い繊維が正常の細胞において動的な挙動をとっていることを確認した。
以上のような祐村君の研究は細胞運動の機構の研究に新しくかっ重要な知見を加えるものであり，よ
って本論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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